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朝からじりじりとした日差しが降り注　　　ぎ「暑い」と感じる季節になりました。
そんなとき、水辺にたたずんで川の　　　流れを見たり、滝の音や川辺のせせ
らぎを聞いたりすると、いっとき暑さ　　　を忘れて涼やかな気持ちになります。
今月は、見ているだけで涼を感じら　　　れる場所を紹介します。

西区 水の ある風景特集
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①
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②
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⑤
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手
稲
山
の
す
そ
野
に
あ
る
平
和
の

滝
は
、
手
稲
山
自
然
歩
道
入
口
の
近

く
に
あ
り
、
休
日
に
は
大
勢
の
市
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

駐
車
場
か
ら
急
な
階
段
を
降
り
る

と
、
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
落
差
が

あ
る
滝
が
現
れ
ま
す
。
水
の
落
ち
る

音
が
岩
場
に
反
響
し
、
体
で
滝
の
迫

力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

適
な
道
が
続
き
ま
す
。
所
々
で
渓
流

や
砂
防
ダ
ム
、
滝
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
は
、
木
漏
れ

日
や
木
々
の
葉
ず
れ
の
音
、
野
鳥
の

さ
え
ず
り
が
心
地
よ
い
で
す
。

　

途
中
、
流
水
が
す
く
え
る
ほ
ど
川

の
近
く
に
寄
れ
る
場
所
が
あ
り
、
そ

こ
で
川
辺
に
流
れ
る
ひ
ん
や
り
し
た

風
を
受
け
て
ひ
と
休
み
、
と
い
う
の

も
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。

交
通
手
段　

ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
バ
ス

﹇
琴
42］

［
琴
42-

１］
［

発
42］

で
終
点
「
平
和
の
滝
入
口
」
下
車
、

上
流
方
向
の
分
か
れ
道
を
右
に
曲
が

り
徒
歩
約
二
十
五
分
。 

※
ト
イ
レ
は
駐
車
場
内
に
あ
り
。

　

平
和
の
滝
の
近
く
に
あ
る
入
口
を

出
発
す
る
と
、
し
ば
ら
く
は
左
か
ら

水
の
は
じ
け
る
音
が
聞
こ
え
る
、
快

　

琴
似
発
寒
川
沿
い
の
発
寒
川
緑
地

と
隣
接
す
る
、
住
宅
街
の
中
を
通
る

木
々
が
豊
富
に
あ
る
緑
道
。
こ
こ
は

桜
の
木
が
多
く
、
春
に
な
る
と
遊
歩

道
い
っ
ぱ
い
に
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

夏
は
木
陰
で
読
書
し
た
り
、
草
木
の

匂
い
を
感
じ
な
が
ら
森
林
浴
気
分
で

散
歩
す
る
と
、
す
が
す
が
し
い
気
分

に
な
り
ま
す
。

所
在
地　

西
区
西
野
九
条
四
丁
目
ほ　
　

か

交
通
手
段　

①
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
バ

ス
﹇
琴
41］

［

琴
41-

１］
［

発

41
﹈
で
「
西
野
7
条
3
丁
目
」
下
車

②
同
﹇
琴
42］

［

琴
42-

１］
［

発

42
﹈
で
「
西
野
9
条
5
丁
目
」
下
車
、

共
に
徒
歩
約
三
分
。

※
駐
車
場
な
し
。
ト
イ
レ
あ
り
。

①平和の滝

⑥西野緑道


